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ベルン ト&ヒ ラ・ベ ッヒャー展
1986年 4月 7日 -4月 26日

「ベルント/ヒ ラ・ベッヒャーの作品……視党の往還」

I 写真
私がはじめてベルント (ベルンハル ト)/ヒ ラ・ベッ
ヒャーの作品をじつさいに見たのはヮ 1977年 のカッセル

の「 ドクメンタ 6」 でだつたとおもしヽ、。図版でなら,

もちろんその前から知つてゐたが,図版ではよく判らな

かつた。写真による作品だから複製図版の写真で事足り

るかといしヽ、と,けつしてそんなことはない。むしろ,写

真こそ,同 じネガでもプリントの一枚一枚がすべて違しヽ、

から,実物を見る必要がある。その意味では,「写真

集」とい.ζ、のは,一枚一枚のプリン トとはまつたく別種

のものである。

写真による作品については,ア イディアとかコンセプ

トは複製でも判るとおもつたら,それは間違ひだらう。
ベルント/ヒ ラ・ベッヒャーにしても,ア イディアやコ

ンセプ トだけで制作 してゐるわけではない。彼らの作品

は,あ くまでも,具体的な一枚一枚のプリントである。

私が最初に彼らの作品をじつさいに見たときも,そ れ

まで複製で見てゐたものとはまるで違つてゐることに驚

いた。複製は,ベルント/ヒ ラ・ベッヒャーの作品のい

はば見出しのやうなものにすぎず,そ して,見出しとい

しヽ、分類はえてして作品の実質をおほひかくしてしましヽ、。

だが, じつさいの作品は見出しではない。

形が載つた給水塔の一連の写真を並べたものを見ると,

ほぼ同じものなのに,同 じ類型のなかで形がみな違つて

ゐることが,否応なく見えてくる。細部が,あ ざやかに

見えてくるのである。

Ⅳ 風景
それとともに,そ れぞれ, どこの街の給水塔なのか,

おのづと知りたくなつてくる。つまり,給水塔の背後の

風景が,浮びあがつてくるのだ。ちなみに,二人は,写

真とともに,作品の一部として,撮影の期日,被写対象

たる建造物の大きさおよび構造の細部の説明をも,記載

してゐる。

二人にとつても,我々観客にとつても,給水塔の形を

まづ第一に面白くおもつてゐる。それに違ひはないだら

う。だが, それは,形一般として面白いといしヽ、よりは,
いまあげた例でいしヽ、と, フランスのウーシャンヮ ヴィル
=ガニョン, ランス(Lens),ダンケルクリナン・ル・プ

ティヮベルギーのシャルルロワヮ ドイツのケルンリアル
ス ドルフ,エ ッセンなど,特定の場所の給水塔の形がそ

れぞれ面白いのである。

V 比較
かうやつて,細部をともなつた特定の風景のなかの給
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つまリヮ 1枚ずつ個別に見ることも必要だが,それは

ムはなくてもやるからいいとして, 9枚全部をいちどき

に視野に収めて見ることが重要なのだといνζ、ことであ

る。見るといしヽ、ときには, どれか 1枚を見ることになる

はずだから, 9枚 をいちどきに見ようとすると,見ると

いしヽ、よりは,眺めるやうにして全体を視野に収める以外

にはないだろう。そして,全体を眺めてゐるときには,

我々の眼の焦点はどの 1枚にも合はずにさまよつてゐる

が, さまよひながらじつは 9枚に通底する核をちやんと

つかみとつてゐる。

そのあとまた,我 々の眼の焦点は,な かの 1枚に合

ひ9給水塔を見,細部に向しヽ、。したがつてり 1枚 と 9枚

とのあひだの往還が,ベルント/ヒ ラ・ベッヒャーの作

品体験といしヽ、ことの実質をなしてゐるのである。

Ⅷ 往還
ところで,こ れと同様の往還の構造がヮ じつはヮ 1枚
の写真のなかにもみとめられる。給水塔とそれ以外の風

景とのあひだに,だ。給水塔を見るとき,風景は背景に

退いて眺められる状態になるしヮ風景に眼を移すと,給

水塔が眺められる状態になるからである。

その点で,空を,ほ とんど際立たないやうに撮影して

ゐる (処理 してゐる)の は,当然である。すべてが戸外



Ⅱ 出発
シーゲンに生れたベルンハル ト・ベッヒャーは,シ ュ

トウットガル トで学んでゐた 1953年から工業関係の建造

物を絵とリトグラフで表現しはじめた。そのうちに,絵
で表現するよりは,そ れら建造物そのものの方が面白く

なつた。そこで,そ れらを写 した写真を集めは じめた

が,やがて,写真を集めるかはりに, 自分で写真を撮り
はじめるのである。かうして,い まベルント/ヒ ラ・ベ

ッヒャーの名を高からしめてゐる作品がはじまる。 1957

年のことである。シュトゥットガル トからデュッセル ド

ルフに移つてゐたベルンハル トは, ちやうどこの頃にヒ

ラ・ヴォーベサーと出会 vヽ、。ヒラは,ベルンハル トの作
品に強く惹かれて彼を助け,二人は共同で仕事をしてゆ

くことになつた。

以来,ベルント/ヒ ラ・ベッヒャーの作品は一貫 して

変らない。それともうひとつ,か うい。ヽ、作品を1957年か
ら始めてゐる点にも注意する必要がある。我々の常識的

な理解では,コ ンセプチュアル・アー トは 1960年代の動

向,そ れも半ば以降のものである。いま我々は,ベルン

ト/ヒ ラ・ベッヒャーをコンセプチュアル・アー トに分

類してゐるが,二人は,そ んな分類におかまひなく,は
じめから自分たちの仕事をやつてゐたにすぎない。
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ベルント/ヒ ラ・ベッヒャーのじつさいの作品は,力
チッと撮られた鮮明な写真である。被写対象は,給水塔
・冷去口機・ガスタンク 0ベル トコンベア塔 。高圧電線塔

などで,ヨ ーロッパやアメリカ各地の,各種の鉱山・精
練所で撮影されてゐる。

これらの写真を展示するときには,組にして並べるの

だが,組をつくる基準は,二人の作品をいちはや く評価
したカール・ アン ドレにならへば (『アー トフォーラ

ム』誌, 1972年 12月 号),(|)同一機能 (た とへば給水
塔だけでまとめる),(2)同一機能/異質形状 (た,と ヘ

ば円形のものだけでまとめる),(3)同一機能・形状/
異質材料 (た とへば金岡鉄でできてゐるものだけでまとめ

る),(4)同一機能・形状 :材料, といつた具合に分類
できる。

したがつて,一例として,円柱の上に平べつたい円筒

水塔を見てゐる我々は,フ ランスのウーシャンからドイ

ツのエッセンまで, 9つの土地の地勢の比較のなかで給

水塔を見てゐる。ウーシャンの給水塔だけでなく, 9つ

を比較して見ることを求められてゐる。二人は自分の作

品を,「工業建造物の類型学」といνヽ、やうに,テ ィポロ

ギー (タ イポロジー=類型学)と 呼んでゐるが, このテ

ィポロギーは トポロギー (ト ポロジー =地誌学,地勢
学)に も通ずるだらう。我々は,たんに給水塔の形体の

いろいろな類型を見てゐるだけではない。写真に写つて

ゐる現実の細部と風景以外に,類型のちがひを生む背景
もまた,見てしまνζ、からである。

Ⅵ I枚 と9枚

それでも,給水塔の形がベルント/ヒ ラ 0ベ ッヒャー

の関心の中心にあることは,や はり変らない。給水塔が

画面中央の大部分を占めてゐて,圧倒的な迫力なのだ。
しかし,そ れは, 1枚だけを切離して見たときの話であ

る。

ベルント/ヒ ラ・ベッヒャーの作品は,た とへば 9枚

を一組として成り立つてゐるものである以上,我々観客
は, 9枚 を同時に見ることを求められてゐると云νも、べき

だらう。 9枚 を同時に見るといνζ、作品体験を求められて

ゐる。

もちろん,現実には, 9枚並べて展示されてゐるもの

でも, 1枚 ずつ別個に見てゆき,相互の比較もしてみ

て,それから全体を把握する一――一といハ、作品体験の仕

方をするかもしれない。個別に 9枚見たものを総合す

る, とい、ζ、わけである。

だがわたしは,ベルント/ヒ ラ・ベッヒャーの作品の

ばあひには,それでは不十分だとおも,ヽ、。わたしは何度

もくりかへして見てみたのだが, 1枚ずつ 9枚見て,全
体の印象をまとめる, といつたやりかたでは, どこか違

.ζ、のだ。いまひとつ得心できない。

Ⅶ 眺めること
そこで, 9枚全部を同時に見てみようとした。さうす

ると,む ろん全部を同時に見ることは物理的に不可能な

のだが,それでも,ベルント/ヒ ラ・ベッヒャーの作品
の姿をたしかにとらへたといvζ、気がした。

の垂直な建造物であるため,背景の多くを空が占めるこ

とになる。二人は,出来るだけ,空が一様に曇つた状態

の時に撮影して,ニ ュー トラルな背景にしようとするの

である。かうして得られたニュー トラルな空は, 1枚の

写真においては,給水塔の形を際立たせるとともにヮ給

水塔と風景との往還の構造をいはば支へる役目も果して

ゐる。それと同時に, 9枚 を同時に眺めるときにも, じ

つはこのニュー トラルな空が,出来るかぎりめだたない

「地」であることによって,往還の構造を支へてゐるので
ある。

Ⅸ ln Between

この作品は美術なのか,それとも写真なのか――一そ

んなたぐひの疑間をヮ誰しも抱 くかもしれない。それに

たいして,一応の回答を与へることは,そ んなに困難で

はないだらう。視党にかかはるものであり,かつ給水塔
の形の類型化の試みのゆゑに,こ れは美術である。ある

いは,類型化にみられる概念性と地勢学的要素の導入ゆ
ゑに, または,眺めるといνζ、状態が,単純な視覚作用で

はなくヮ概念作用ないし想像作用の加味された,独特な

意識の措定のありかたを生むゆゑに, これは概念芸術と

いしヽ、美術である一――そんな回答にならう。まだ別様に

も云へるだらうし,み な,それなりに当つてゐなくはな
い。

だが私には,重要なのはヮ まづヮ視が往還の構造のな
かに置かれる体験:を それじたいとして生きることだとヮ

おもはれる。美術かどうかを考へるのは,そのあとでよ
い。その体験が,美術の視の体験とどのように切 り結ん
でくるかを,その次に考へることである。

かつてヒラ・ベッヒャーは,「私達にとつては,こ れ
が美術かどうかといハ、疑間はそんなに面白いものとは思

へない。おそらくは既成のカテゴリーの中間に位置して

ゐるのだ。とにかく,美術に関心ある観客はいちばん心
の開かれた人々だらうから,こ の作品について進んで考
へて くれるだらう」 と書いたが,「中間に」 (ln bet‐
ween)と い.ヽ、のは,ベルント/ヒ ラ 0ベ ッヒャーの作品
の往還の構造に由来してゐる。
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Do C00LING ttOWERS 8sheets,each 50× 40om



G.巨NGINtt HO∪ SttS 6sheets,each 40× 50cm



Bo MINE HEADS 8sheets,each 50× 40om



Co WATttR TOWERS 8sheets,each 50× 40cm



A.BLAS丁 F∪ RNACESイ 8sheets,each 50× 40cm



巨.00AL B∪ NKERS 6sheets,each 50× 40om
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1931年  ベルン ト・ベツヒヤー西 ドイツシーゲンに生まれる

1934年  ヒラ・ヴォーベサー東 ドイツポツダムに生まれる

1959年  ベルント・ベッヒヤーとヒラ・ヴオーベサー出会う

1969年  デユツセル ドルフにて個展
「プロスペク ト69」 (デユッセル ドルフ)

「コンツェプツイオーン/コ ンセプシヨン」展

(レ ヴアークーゼン)

1970年  「インフォメーション」展 (ニ ユーヨニク)
1971年  「プロスペク ト71」 (デユッセル ドルフ)
1972年  「 ドクメンタ 5」 (カ ッセル)
1977年  「 ドクメンタ 6」 (カ ッセル)
1982年  「 ドクメンク 7」 (カ ッセル )
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表細t:H。 巨NGINE HO∪ SttS  6sheets,each 40× 50cm
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